
高浜2号機 再循環ユニット冷却水配管設置工事(2次系)

[工事 目的]

シビアアクシデント(冷却材喪失事故十全交流電源喪失十最終ヒートシンク喪失 (原子炉補

機冷却水系機能喪失等))を想定した場合の原子炉格納容器内圧上昇による破損防止対策
として、大容量ポンプからA格納容器循環冷暖房ユニットヘ海水を通水することにより、格納

容器圧力の上昇を低減することを目的として海水供給配管等を設置する。併せて、B充てん

/高圧注入ポンプ、B余熱除去ポンプを冷却する海水通水用配管等も設置する。
この対策により、シビアアクンデント発生時においても、原子炉補機冷去,水の冷却に依らず

格納容器内の冷却を行えるようになり、格納容器損傷防止の信頼性が向上する。

[工事概要]

卜への



高浜 2号機における海水管に係る改造工事につしれて

高浜 2号機の海水管につしては、以下の改造工事の実施を計画しています。

1,海水管他設置工事

耐震安全性向上のため、海水管が設置されている地盤支持性能を向上させる

ことを目的に海水管トンネ)レを強固な地盤に設置し、海水管を移設する。



高浜 2号機 基準地震動追加IEよる海水管他設置工事のうち

海水管移設

【工事目的】

耐震安全fl生向上のため、海水管が設置されている地盤支持性能を向上させることを目的に、海水管

を強固な地盤に移設する。

【工事概要】

強固な地盤に海水管トンネ,レを設置し、海水管を敷設する。



































高浜 1・ 2号機 基準地震動追加による燃料取替用水タンク取替

工事のうち燃料取替用水タンク購入

【工事目的】

基楽地震動追加に伴い、燃料取替用水タンクおよび基礎ボルトの取替えを実施するものである。

【工事概要】

燃料取替用水タンクは、平底円筒形の大型タンクであり、タンク固有周期が床応答曲線のピーク

周期帯となり、応答加速度が大きくなるため、胴板および基礎ボルトの耐震性が厳しい。

よつて、胴オ反の増厚および基礎ボルトのサイズアップを実施するものである。

【概略系統図】



















高浜 2号機 1次系冷却水クーラ廻り海水管修繕工事の概要
[工事目的]

高浜1/2号機 大型改造工事に係る詳細な現場調査を通じ、2号機については海水管取替工事や再循環ユニット冷却水配管設置工事に伴う大容量ポン
プ接続管台取付及び配管敷設において、既設海水管の一部が干渉し、配管の取外しを行うことが判明した。
新規制基準対応工事完了後のプラント寿命と既設海水管内面ライエングの長期使用による経年劣化等を勘案し、他の同種・同仕様配管と合わせ、配管取

替を行う。

[工事概要]

01次系冷却水クーラ廻りの海水管について、同材取替(SS41→ SS400)を 実施する。

系統概要

検査範囲図 (系線:I目〉














































































